
(57)【要約】

【課題】エレベータにおける主ロープ交換作業を行う作

業者の労力を軽減するとともに、作業時間短縮、安全性

及び経済性の向上を実現することができる装置を提供す

る。

【解決手段】主ロープ８を送り出すように回転ハンドル

２５を回転すると、主ロープ８は、張り車２７によって

張力を受けながら、回転ドラム２４のロープ係り溝２４

ａからの摩擦力を受けて送り出される。主ロープ８の巻

き上げについても同様の原理によって実施可能であり、

回転ハンドル２５の回転方向を変更するだけでよい。ま

た、ハンドル操作による送り出しを行っていくと、ある

段階で主ロープ８の自重による落下力がロープ係り溝２

４ａからの摩擦力より大きくなり、回転ハンドル２５の

操作を行わなくても主ロープ８が送り出される。なお、

ブレーキレバー２８を操作して主ロープ８下降速度を制

御することが可能である。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
台 座 と 、
台 座 に 立 設 さ れ る 支 柱 と 、
支 柱 に 備 わ る 水 平 軸 と 、
水 平 軸 に 回 転 自 在 に 設 置 さ れ る 回 転 ド ラ ム と 、
回 転 ド ラ ム に 設 置 さ れ 、 回 転 ド ラ ム に 対 し て 回 転 力 を 与 え る た め の 回 転 ハ ン ド ル と 、
一 端 が 水 平 軸 に 設 置 さ れ る と と も に 、 水 平 軸 を 軸 中 心 と し て 傾 動 可 能 に 設 置 さ れ る 支 持 ア
ー ム と 、
支 持 ア ー ム に 接 続 し 、 支 持 ア ー ム に 対 し て 張 力 を 及 ぼ す ス プ リ ン グ と 、
支 持 ア ー ム の 水 平 軸 接 続 端 と は 別 端 に 回 転 自 在 に 設 置 さ れ る 張 り 車 と 、
を 有 す る エ レ ベ ー タ の 主 ロ ー プ 交 換 装 置 で あ っ て 、
エ レ ベ ー タ の 主 ロ ー プ を 回 転 ド ラ ム 及 び 張 り 車 に 掛 け 渡 す こ と に よ っ て 、
主 ロ ー プ を 送 り 出 す と き に は 、 回 転 ド ラ ム の 回 転 力 、 及 び ／ ま た は 、 主 ロ ー プ の 自 重 に よ
っ て 主 ロ ー プ の 連 続 的 な 送 り 出 し を 行 い 、
主 ロ ー プ を 巻 き 上 げ る と き に は 、 回 転 ハ ン ド ル の 操 作 に よ っ て 主 ロ ー プ の 巻 き 上 げ 回 収 を
行 う こ と 、
を 特 徴 と す る エ レ ベ ー タ の 主 ロ ー プ 交 換 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の エ レ ベ ー タ の 主 ロ ー プ 交 換 装 置 に お い て 、
前 記 回 転 ド ラ ム と 前 記 張 り 車 は そ の 外 周 に 少 な く と も １ つ 以 上 の ロ ー プ 係 り 溝 を 備 え て お
り 、 こ の ロ ー プ 係 り 溝 に よ っ て エ レ ベ ー タ に 設 置 さ れ る 少 な く と も １ 本 以 上 の 主 ロ ー プ を
同 時 に 交 換 可 能 で あ る こ と 、
を 特 徴 と す る エ レ ベ ー タ の 主 ロ ー プ 交 換 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の エ レ ベ ー タ の 主 ロ ー プ 交 換 装 置 に お い て 、
前 記 回 転 ド ラ ム の 回 転 を 停 止 さ せ る ブ レ ー キ 機 構 を 備 え て い る こ と 、
を 特 徴 と す る エ レ ベ ー タ の 主 ロ ー プ 交 換 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 エ レ ベ ー タ の 主 ロ ー プ 交 換 装 置 、 特 に 、 昇 降 路 上 方 に 独 立 し た 機 械 室 を 設 け な
い 、 い わ ゆ る 機 械 室 レ ス エ レ ベ ー タ の 主 ロ ー プ 交 換 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 、 巻 上 機 や 制 御 盤 等 を 昇 降 路 内 に 設 置 す る こ と に よ っ て 、 屋 上 に 機 械 室 を 必 要 と し な
い 、 い わ ゆ る 機 械 室 レ ス エ レ ベ ー タ が 登 場 し て い る 。 こ の 機 械 室 レ ス エ レ ベ ー タ は 、 エ レ
ベ ー タ 設 置 場 所 の 省 ス ペ ー ス 化 を 実 現 す る こ と が で き る と い う 利 点 を 有 し て い る の で 、 そ
の 需 要 は 増 加 し て き て い る 。 し か し 、 従 来 の １ ： １ ロ ー ピ ン グ 方 式 等 の 機 械 室 式 エ レ ベ ー
タ と 比 較 す る と 約 ４ 倍 以 上 の 主 ロ ー プ 長 が 必 要 で あ り 、 こ の 主 ロ ー プ を 掛 け る 返 し 車 の 数
が 多 い こ と か ら 、 損 傷 を 考 慮 し た 主 ロ ー プ の 交 換 周 期 が 短 く な っ て き て い る 。 ま た 、 機 械
室 が 屋 上 部 分 に あ り 、 主 ロ ー プ 交 換 作 業 の ス ペ ー ス が 十 分 に 確 保 で き る こ れ ま で の エ レ ベ
ー タ に 対 し て 、 機 械 室 レ ス エ レ ベ ー タ の 場 合 は 、 主 ロ ー プ の 交 換 を 昇 降 路 及 び 乗 降 場 と い
う 限 ら れ た ス ペ ー ス で 行 わ な け れ ば な ら ず 、 非 常 に 労 力 と 時 間 を 要 す る も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ こ で 、 従 来 の 機 械 室 レ ス エ レ ベ ー タ に お け る 主 ロ ー プ 交 換 作 業 に つ い て 、 図 面 を 用 い て
説 明 す る 。 図 １ ５ 、 図 １ ６ 、 図 １ ７ 及 び 図 １ ８ は 、 一 般 的 な 機 械 室 レ ス エ レ ベ ー タ に お け
る 主 ロ ー プ 交 換 作 業 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
先 ず 、 機 械 室 レ ス エ レ ベ ー タ は 、 乗 客 が 搭 乗 す る か ご １ 、 か ご １ の 昇 降 を 行 う た め の 主 ロ
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ー プ ４ 、 駆 動 シ ー ブ ３ 、 釣 合 お も り ７ 、 返 し 車 ５ ａ ， ５ ｂ 等 か ら 構 成 さ れ て い る 。 か ご １
に は 下 面 側 に か ご 吊 り 車 １ ａ ， １ ｂ が 設 置 さ れ て お り 、 主 ロ ー プ ４ か ら の 昇 降 力 を 受 け て
い る 。 主 ロ ー プ ４ は 、 両 端 ４ ａ ， ４ ｂ が 昇 降 路 最 上 部 の 梁 等 に 固 設 さ れ た 綱 止 板 ２ ａ ， ２
ｂ に 接 続 さ れ て お り 、 乗 降 場 ６ 側 の 綱 止 板 ２ ａ か ら か ご 吊 り 車 １ ｂ ， １ ａ を 経 由 し て 、 返
し 車 ５ ａ 、 駆 動 シ ー ブ ３ 、 返 し 車 ５ ｂ の 順 に 掛 け 廻 さ れ 、 釣 合 お も り ７ に 設 置 さ れ た お も
り 吊 り 車 ７ ａ を さ ら に 経 由 し て 昇 降 路 奥 の 綱 止 板 ２ ｂ に 接 続 さ れ て い る 。 以 下 、 主 ロ ー プ
４ が ３ 本 で あ る 場 合 を 例 示 し て ロ ー プ 交 換 作 業 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の よ う な 機 械 室 レ ス エ レ ベ ー タ で は 、 か ご １ の 天 井 部 が 機 械 室 レ ス エ レ ベ ー タ の 設 置 さ
れ て い る 建 物 の 最 上 階 の 乗 降 場 ６ 付 近 に 位 置 す る よ う に エ レ ベ ー タ を 停 止 さ せ 、 主 ロ ー プ
交 換 作 業 を 行 う 。 こ の と き 、 か ご １ は 図 示 し な い チ ェ ー ン ブ ロ ッ ク 等 に よ っ て 昇 降 路 内 の
梁 に 懸 架 さ れ 、 ま た 、 釣 合 お も り ７ は 支 え 棒 ７ ｂ に よ っ て 支 持 さ れ る こ と に よ り 、 落 下 防
止 等 の 安 全 対 策 が 図 ら れ て い る 。 さ ら に 、 主 ロ ー プ 交 換 作 業 を 行 う 作 業 者 は 、 乗 降 場 ２ 名
、 か ご 上 １ 名 、 昇 降 路 底 １ 名 の 合 計 ４ 名 が 最 低 限 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
具 体 的 な 主 ロ ー プ 交 換 作 業 手 順 は 、 以 下 の よ う に な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
（ １ ） 昇 降 路 底 １ １ に 作 業 者 が 入 り 、 主 ロ ー プ ４ の １ 本 を 駆 動 シ ー ブ ３ の か ご 側 上 部 付 近
Ｐ １ で 切 断 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
（ ２ ） 駆 動 シ ー ブ ３ の か ご 側 上 部 付 近 Ｐ １ で 切 断 さ れ 、 返 し 車 ５ ａ で 吊 ら れ た 状 態 の 主 ロ
ー プ ４ （ 図 １ ５ Ａ 部 ） を 、 か ご 上 の 作 業 者 が 引 き 上 げ て 乗 降 場 ６ に 移 動 す る 。 こ の と き 、
か ご １ を 懸 架 す る チ ェ ー ン ブ ロ ッ ク 等 に 滑 車 １ ２ を 設 置 す る こ と に よ っ て 、 主 ロ ー プ ４ の
引 き 上 げ を ス ム ー ズ に 行 う 工 夫 が 施 さ れ て い る （ 図 １ ６ ） 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
（ ３ ） 次 に 、 か ご 上 作 業 者 が 返 し 車 ５ ｂ 側 の 主 ロ ー プ ４ （ Ｂ 部 ） を 引 き 上 げ 、 切 断 点 Ｐ １
を 返 し 車 ５ ｂ ， ５ ａ に 掛 け た 状 態 で 乗 降 場 ６ へ 移 動 す る （ 図 １ ６ ） 。
【 ０ ０ １ ０ 】
（ ４ ） か ご 上 作 業 者 は 、 主 ロ ー プ ４ の 綱 止 板 ２ ｂ 直 下 付 近 Ｐ ２ を さ ら に 切 断 す る 。 な お 、
切 断 時 に は 、 主 ロ ー プ ４ （ Ｃ 部 ） が 自 重 で 落 下 し な い よ う 、 あ ら か じ め 落 下 防 止 措 置 が と
ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
（ ５ ） 続 い て 、 乗 降 場 ６ に 準 備 し て お い た 新 主 ロ ー プ ８ の 端 部 ８ ａ と 、 先 に 切 断 し 綱 止 板
２ ｂ の 直 下 付 近 で 保 持 さ れ た 状 態 に あ る 既 設 主 ロ ー プ ４ の 切 断 部 Ｐ ２ と を 、 か ご 上 作 業 者
が 所 定 の 方 式 で 仮 接 続 す る （ 図 １ ６ ） 。
【 ０ ０ １ ２ 】
（ ６ ） （ ４ ） で 実 施 し た 既 設 主 ロ ー プ ４ の 落 下 防 止 措 置 を 解 除 し 、 乗 降 場 ６ の 作 業 者 が 新
主 ロ ー プ ８ を 送 り 出 す と 、 既 設 主 ロ ー プ ４ （ 図 １ ６ Ｃ 部 ） は 自 重 で 落 下 し 、 こ の 落 下 に 伴
っ て 乗 降 場 ６ に 移 動 さ れ て い る 別 端 部 Ｐ １ 側 の 既 設 主 ロ ー プ ４ （ 図 １ ６ Ｂ 部 ） を 乗 降 場 作
業 者 が 巻 き 取 り ド ラ ム １ ０ で 巻 き 取 っ て い く （ 図 １ ７ ） 。 な お 、 綱 止 板 ２ ｂ の 直 下 付 近 に
も チ ェ ー ン ブ ロ ッ ク 等 に よ っ て 滑 車 １ ３ を 設 置 す る こ と に よ り 、 新 主 ロ ー プ ８ の 送 り 出 し
と 既 設 主 ロ ー プ ４ の 引 き 上 げ を ス ム ー ズ に 行 う 工 夫 が 施 さ れ て い る （ 図 １ ７ ） 。
【 ０ ０ １ ３ 】
（ ７ ） 乗 降 場 ６ で 既 設 主 ロ ー プ ４ の 巻 き 取 り が 進 み 、 送 り 出 し た 新 主 ロ ー プ ８ の 仮 接 続 場
所 Ｊ が 昇 降 路 内 か ら 乗 降 場 ６ に 出 て く る と 、 既 設 主 ロ ー プ ４ と 新 主 ロ ー プ ８ が 昇 降 路 内 で
半 分 入 れ 替 わ っ た 状 態 に な る （ 図 １ ８ ） 。
【 ０ ０ １ ４ 】
（ ８ ） 次 に 、 返 し 車 ５ ａ ， ５ ｂ の 中 間 部 分 の 新 主 ロ ー プ ８ を 昇 降 路 底 １ １ に 向 か っ て Ｕ 字
状 に 繰 り 下 が る よ う に 乗 降 場 ６ か ら 送 り 出 し 、 昇 降 路 底 １ １ で 駆 動 シ ー ブ ３ に 掛 け 廻 す （
図 １ ８ ） 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
（ ９ ） 新 主 ロ ー プ ８ が 駆 動 シ ー ブ ３ に 掛 け ら れ た 後 、 乗 降 場 ６ に 戻 っ て き た 新 主 ロ ー プ ８
の 端 末 ８ ａ と 、 乗 降 場 ６ に 移 動 し て お い た 既 設 主 ロ ー プ ４ の 端 末 Ｐ ３ を 仮 接 続 し 、 か ご 上
作 業 者 が 既 設 主 ロ ー プ ４ の 綱 止 板 ２ ａ 側 を 引 き 上 げ る と 、 新 主 ロ ー プ ８ は か ご 吊 り 車 １ ａ
， １ ｂ に 掛 け 廻 さ れ 、 仮 接 続 を 外 し た 後 に 新 主 ロ ー プ 端 末 ８ ａ を 綱 止 板 ２ ａ に 接 続 す る 。
な お 、 こ の 段 階 で 、 既 設 主 ロ ー プ ４ と 新 主 ロ ー プ ８ と が 完 全 に 入 れ 替 わ っ た 状 態 と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ １ ０ ） 最 後 に 、 新 主 ロ ー プ ８ の 端 末 ８ ｂ を 綱 止 板 ２ ｂ に 接 続 す る 。 以 上 で 、 １ 本 目 の 主
ロ ー プ の 交 換 作 業 が 終 了 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
（ １ １ ） 上 記 （ １ ） ～ （ １ ０ ） の 作 業 を 残 り ２ 本 分 繰 り 返 す こ と に よ っ て 、 機 械 室 レ ス エ
レ ベ ー タ の 主 ロ ー プ 交 換 作 業 が 完 了 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
な お 、 従 来 の 機 械 室 レ ス エ レ ベ ー タ の 主 ロ ー プ 交 換 装 置 あ る い は 方 法 と し て 、 例 え ば 、 以
下 の よ う な 文 献 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ４ ６ ５ ５ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ０ ０ ３ １ ２ ５ 号 公 報
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
従 来 の 技 術 で 説 明 し た 通 り 、 機 械 室 レ ス エ レ ベ ー タ の 主 ロ ー プ 交 換 作 業 は 非 常 に 労 力 と 時
間 の 掛 か る も の で あ る 。 す な わ ち 、 昇 降 路 各 部 に 掛 け 廻 さ れ た 状 態 の 既 設 主 ロ ー プ を 乗 降
場 に 引 き 上 げ る 際 に は 、 か ご 上 作 業 者 及 び 乗 降 場 作 業 者 が 既 設 主 ロ ー プ を 人 力 で 引 っ 張 り
上 げ な け れ ば な ら ず 、 新 主 ロ ー プ を 昇 降 路 底 に 下 ろ す と き に は 、 新 主 ロ ー プ が 急 激 に 落 下
し な い よ う 慎 重 に 作 業 し な け れ ば な ら な い 。 こ の よ う な 作 業 を 行 っ て い た の で は 作 業 者 の
労 力 が 過 大 で あ る た め 、 作 業 時 間 が 掛 か る こ と に よ る エ レ ベ ー タ 停 止 時 間 の 増 大 を 招 き 、
主 ロ ー プ 交 換 作 業 の 安 全 性 や 経 済 性 を 悪 化 さ せ る 原 因 と な っ て い た 。 し た が っ て 、 上 記 の
よ う な 課 題 を 解 決 す る こ と が で き る 装 置 が 求 め ら れ て い た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
本 発 明 は 、 こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に 成 さ れ た も の で あ り 、 機 械 室 レ ス エ レ ベ ー タ
に お け る 主 ロ ー プ 交 換 作 業 を 行 う 作 業 者 の 労 力 を 軽 減 す る と と も に 、 作 業 時 間 の 短 縮 化 、
安 全 性 及 び 経 済 性 の 向 上 を 実 現 す る こ と が で き る エ レ ベ ー タ の 主 ロ ー プ 交 換 装 置 を 提 供 す
る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
以 上 の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る エ レ ベ ー タ の 主 ロ ー プ 交 換 装 置 は 、 台
座 と 、 台 座 に 立 設 さ れ る 支 柱 と 、 支 柱 に 備 わ る 水 平 軸 と 、 水 平 軸 に 回 転 自 在 に 設 置 さ れ る
回 転 ド ラ ム と 、 回 転 ド ラ ム に 設 置 さ れ 、 回 転 ド ラ ム に 対 し て 回 転 力 を 与 え る た め の 回 転 ハ
ン ド ル と 、 一 端 が 水 平 軸 に 設 置 さ れ る と と も に 、 水 平 軸 を 軸 中 心 と し て 傾 動 可 能 に 設 置 さ
れ る 支 持 ア ー ム と 、 支 持 ア ー ム に 接 続 し 、 支 持 ア ー ム に 対 し て 張 力 を 及 ぼ す ス プ リ ン グ と
、 支 持 ア ー ム の 水 平 軸 接 続 端 と は 別 端 に 回 転 自 在 に 設 置 さ れ る 張 り 車 と を 有 す る エ レ ベ ー
タ の 主 ロ ー プ 交 換 装 置 で あ っ て 、 エ レ ベ ー タ の 主 ロ ー プ を 回 転 ド ラ ム 及 び 張 り 車 に 掛 け 渡
す こ と に よ っ て 、 主 ロ ー プ を 送 り 出 す と き に は 、 回 転 ド ラ ム の 回 転 力 、 及 び ／ ま た は 、 主
ロ ー プ の 自 重 に よ っ て 主 ロ ー プ の 連 続 的 な 送 り 出 し を 行 い 、 主 ロ ー プ を 巻 き 上 げ る と き に
は 、 回 転 ハ ン ド ル の 操 作 に よ っ て 主 ロ ー プ の 巻 き 上 げ 回 収 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る エ レ ベ ー タ の 主 ロ ー プ 交 換 装 置 に お い て 、 前 記 回 転 ド ラ ム と 前 記 張 り
車 は そ の 外 周 に 少 な く と も １ つ 以 上 の ロ ー プ 係 り 溝 を 備 え て お り 、 こ の ロ ー プ 係 り 溝 に よ
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っ て エ レ ベ ー タ に 設 置 さ れ る 少 な く と も １ 本 以 上 の 主 ロ ー プ を 同 時 に 交 換 可 能 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
さ ら に 、 本 発 明 に 係 る エ レ ベ ー タ の 主 ロ ー プ 交 換 装 置 は 、 前 記 回 転 ド ラ ム の 回 転 を 停 止 さ
せ る ブ レ ー キ 機 構 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 好 適 な 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 に お け る エ
レ ベ ー タ の 主 ロ ー プ 交 換 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
本 発 明 に お け る エ レ ベ ー タ の 主 ロ ー プ 交 換 装 置 ２ ０ は 、 装 置 の ベ ー ス と し て 台 座 ２ １ を 有
し て お り 、 こ の 台 座 ２ １ に は 支 柱 ２ ２ が 立 設 さ れ て い る 。 支 柱 ２ ２ に は 水 平 軸 ２ ３ が 備 わ
っ て お り 、 こ の 水 平 軸 ２ ３ に は 回 転 ド ラ ム ２ ４ が 水 平 軸 ２ ３ を 軸 中 心 と し て 回 転 自 在 に 設
置 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の 回 転 ド ラ ム ２ ４ に は 、 回 転 ド ラ ム ２ ４ に 対 し て 回 転 力 を 与 え る
た め の 回 転 ハ ン ド ル ２ ５ が 備 わ っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
水 平 軸 ２ ３ に は 、 さ ら に 、 支 持 ア ー ム ２ ６ が 設 置 さ れ て い る 。 こ の 支 持 ア ー ム ２ ６ は 、 一
端 が 水 平 軸 ２ ３ に 設 置 さ れ て い る 一 方 で 、 水 平 軸 ２ ３ 接 続 端 と は 別 端 に 、 回 転 自 在 な 張 り
車 ２ ７ を 有 し て い る 。 ま た 、 支 持 ア ー ム ２ ６ と 支 柱 ２ ２ と の 間 に は ス プ リ ン グ ２ ６ ａ が 設
け ら れ て い る の で 、 支 持 ア ー ム ２ ６ は 、 水 平 軸 ２ ３ を 軸 中 心 と し て 傾 動 可 能 と な っ て い る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
回 転 ド ラ ム ２ ４ と 張 り 車 ２ ７ は 、 そ の 外 周 に 少 な く と も １ つ 以 上 （ 図 １ で は ３ 溝 ） の ロ ー
プ 係 り 溝 ２ ４ ａ を 備 え て お り 、 こ の ロ ー プ 係 り 溝 ２ ４ ａ に よ っ て エ レ ベ ー タ に 設 置 さ れ る
少 な く と も １ 本 以 上 （ 以 後 の 説 明 で は ３ 本 ） の 主 ロ ー プ を 同 時 に 操 作 す る こ と が 可 能 と な
っ て い る 。 ま た 、 張 り 車 ２ ７ は 、 支 持 ア ー ム ２ ６ に 接 続 し て い る ス プ リ ン グ ２ ６ ａ の 弾 性
力 に よ っ て 主 ロ ー プ に 対 し て 張 力 を 及 ぼ し 、 主 ロ ー プ の ス ム ー ズ な 巻 き 上 げ 、 送 り 出 し を
実 現 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
さ ら に 、 本 発 明 に お け る エ レ ベ ー タ の 主 ロ ー プ 交 換 装 置 ２ ０ は 、 回 転 ド ラ ム ２ ４ の 回 転 を
停 止 さ せ る ブ レ ー キ 機 構 を 備 え て い る 。 こ の ブ レ ー キ 機 構 は 、 台 座 ２ １ に 傾 動 可 能 に 設 置
さ れ た ブ レ ー キ レ バ ー ２ ８ と 、 台 座 ２ １ に 固 定 さ れ た 半 割 ギ ア 歯 車 ２ ９ で 構 成 さ れ て い る
。 ブ レ ー キ レ バ ー ２ ８ は 、 回 転 ド ラ ム ２ ４ に 設 置 さ れ て い る ブ レ ー キ シ ュ ー ３ ０ と ワ イ ヤ
ー ロ ー プ ３ １ で 接 続 さ れ て お り 、 ブ レ ー キ レ バ ー ２ ８ を 図 面 左 側 方 向 に 傾 け る こ と に よ っ
て ブ レ ー キ シ ュ ー ３ ０ 表 面 に 設 置 さ れ た 金 属 プ レ ー ト と 回 転 ド ラ ム ２ ４ が 接 触 し 、 回 転 ド
ラ ム ２ ４ の 回 転 を 停 止 さ せ る 仕 組 み に な っ て い る 。 ま た 、 台 座 ２ １ に 固 定 さ れ た 半 割 ギ ア
歯 車 ２ ９ に ブ レ ー キ レ バ ー ２ ８ の 固 定 爪 ２ ８ ａ を 噛 み 合 わ せ る こ と に よ っ て ブ レ ー キ レ バ
ー ２ ８ の 傾 斜 を 保 持 し 、 ブ レ ー キ を 効 か せ た 状 態 を 保 持 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。 な
お 、 ブ レ ー キ レ バ ー ２ ８ に は 、 ブ レ ー キ 解 除 レ バ ー ２ ８ ｂ が 備 わ っ て お り 、 こ の ブ レ ー キ
解 除 レ バ ー ２ ８ ｂ を 操 作 す る こ と に よ っ て 固 定 爪 ２ ８ ａ を 半 割 ギ ア 歯 車 ２ ９ か ら 退 避 さ せ
、 ブ レ ー キ を 解 除 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
以 上 の よ う な エ レ ベ ー タ の 主 ロ ー プ 交 換 装 置 ２ ０ を 用 い て エ レ ベ ー タ の 主 ロ ー プ 交 換 作 業
を 行 う こ と に な る の で あ る が 、 エ レ ベ ー タ の 主 ロ ー プ ８ は 、 図 １ に 示 す 通 り 、 回 転 ド ラ ム
２ ４ の ロ ー プ 係 り 溝 ２ ４ ａ に 掛 け 回 さ れ る と と も に 張 り 車 ２ ７ の ロ ー プ 係 り 溝 ２ ７ ａ に 掛
け 渡 さ れ る こ と に よ っ て 、 送 り 出 し 及 び 巻 き 上 げ が 実 施 さ れ る 。 以 下 、 図 １ 及 び 図 ３ を 用
い て 、 本 発 明 に お け る エ レ ベ ー タ の 主 ロ ー プ 交 換 装 置 ２ ０ を 用 い た 主 ロ ー プ ８ の 送 り 出 し
及 び 巻 き 上 げ 動 作 を 説 明 す る 。 な お 、 図 ３ は 、 本 発 明 に お け る エ レ ベ ー タ の 主 ロ ー プ 交 換
装 置 ２ ０ の 使 用 状 況 を 説 明 す る た め の 要 部 拡 大 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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［ ハ ン ド ル 操 作 に よ る 送 り 出 し 、 巻 き 上 げ ］
ブ レ ー キ レ バ ー ２ ８ に よ る ブ レ ー キ が 解 除 さ れ た 状 態 で 主 ロ ー プ ８ を 送 り 出 す よ う に 回 転
ハ ン ド ル ２ ５ を 回 転 す る と 、 ロ ー プ ボ ビ ン ９ か ら 引 き 出 さ れ た 主 ロ ー プ ８ は 、 張 り 車 ２ ７
に よ っ て 張 力 を 受 け な が ら 、 回 転 ド ラ ム ２ ４ の ロ ー プ 係 り 溝 ２ ４ ａ か ら の 摩 擦 力 を 受 け る
こ と に よ っ て 送 り 出 さ れ る 。 こ の と き 、 回 転 ド ラ ム ２ ４ か ら 主 ロ ー プ ８ が 引 き 出 さ れ る 速
度 と 、 回 転 ハ ン ド ル ２ ５ の 回 転 速 度 に よ る 主 ロ ー プ 送 り 速 度 と の 間 に 違 い が あ っ た と し て
も 、 ス プ リ ン グ ２ ６ ａ に よ っ て 張 り 車 ２ ７ が 常 に 下 方 に 引 っ 張 ら れ 、 主 ロ ー プ ８ は 張 り 車
２ ７ と 回 転 ド ラ ム ２ ４ と の 間 で 常 に 張 力 を 受 け て い る の で 、 主 ロ ー プ ８ は 回 転 ド ラ ム ２ ４
の ロ ー プ 係 り 溝 ２ ４ ａ か ら 浮 き 上 が る こ と は な い 。 し た が っ て 、 主 ロ ー プ ８ は 常 に 摩 擦 力
を 受 け る こ と に な る の で 、 空 回 り す る こ と な く 主 ロ ー プ ８ を 送 り 出 す こ と が 可 能 と な る 。
な お 、 主 ロ ー プ ８ の 巻 き 上 げ に つ い て も 同 様 の 原 理 に よ っ て 実 施 可 能 で あ り 、 回 転 ハ ン ド
ル ２ ５ の 回 転 方 向 を 変 更 す る だ け で よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
［ 主 ロ ー プ の 自 重 を 利 用 し た 送 り 出 し ］
上 記 し た ハ ン ド ル 操 作 に よ る 送 り 出 し を 行 っ て い く と 、 あ る 段 階 で 主 ロ ー プ ８ の 自 重 に よ
る 落 下 力 が ロ ー プ 係 り 溝 ２ ４ ａ か ら の 摩 擦 力 よ り 大 き く な り 、 回 転 ハ ン ド ル ２ ５ の 操 作 を
行 わ な く て も 主 ロ ー プ ８ が 送 り 出 さ れ る よ う に な っ て く る 。 こ の 状 態 を 放 置 す る と 主 ロ ー
プ ８ の 落 下 の 加 速 度 が 増 大 す る の で 、 ブ レ ー キ レ バ ー ２ ８ を 操 作 し て 主 ロ ー プ ８ 下 降 速 度
を 制 御 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 ブ レ ー キ レ バ ー ２ ８ を こ ま め に 操 作 す る こ と に よ っ
て 、 主 ロ ー プ ８ の 下 降 速 度 を 一 定 に 保 持 す る 、 下 降 ・ 停 止 を 繰 り 返 す 等 の 操 作 が 可 能 で あ
る 。 ま た 、 主 ロ ー プ ８ 下 降 途 中 で 作 業 を 停 止 し た い 場 合 等 に は 、 半 割 ギ ア 歯 車 ２ ９ に ブ レ
ー キ レ バ ー ２ ８ の 固 定 爪 ２ ８ ａ を 噛 み 合 わ せ る こ と に よ っ て ブ レ ー キ レ バ ー ２ ８ の 傾 斜 を
保 持 し 、 ブ レ ー キ を 効 か せ た 状 態 を 保 持 す る こ と に よ っ て 、 主 ロ ー プ ８ の 停 止 状 態 を 保 つ
こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
以 上 の よ う に 、 主 ロ ー プ ８ を 送 り 出 す と き に は 、 回 転 ド ラ ム ２ ４ の 回 転 力 、 及 び ／ ま た は
、 主 ロ ー プ ８ の 自 重 に よ っ て 主 ロ ー プ ８ の 連 続 的 な 送 り 出 し を 行 う こ と が 可 能 で あ り 、 ま
た 、 主 ロ ー プ ８ を 巻 き 上 げ る と き に は 、 回 転 ハ ン ド ル ２ ５ の 操 作 に よ っ て 主 ロ ー プ ８ の 巻
き 上 げ 回 収 を 行 う こ と が で き る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
続 い て 、 本 発 明 に お け る エ レ ベ ー タ の 主 ロ ー プ 交 換 装 置 ２ ０ を 使 用 し た 主 ロ ー プ 交 換 作 業
に つ い て 、 図 ２ ～ 図 １ ４ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ２ は 、 本 発 明 に お け る エ レ ベ ー タ の 主 ロ ー
プ 交 換 装 置 ２ ０ を 使 用 し た 主 ロ ー プ 交 換 作 業 に お け る 、 作 業 前 の 状 況 を 示 す 図 で あ る 。 ま
た 、 図 ４ ～ 図 １ ４ は 、 一 連 の 主 ロ ー プ 交 換 作 業 を 時 系 列 に 表 し た 図 で あ る 。 な お 、 作 業 者
の 人 員 と 配 置 箇 所 は 、 従 来 の 技 術 で 説 明 し た 場 合 と 同 様 で あ り 、 上 述 し た 従 来 の 技 術 に 示
し た 部 材 と 同 一 又 は 類 似 す る 部 材 に は 、 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
（ １ ） ま ず 、 エ レ ベ ー タ の 主 ロ ー プ 交 換 装 置 ２ ０ を エ レ ベ ー タ が 設 置 さ れ た 建 物 の 最 上 階
の 乗 降 場 ６ に 設 置 す る （ 図 ２ ， 図 ３ ） 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
（ ２ ） 昇 降 路 底 １ １ の 作 業 者 が 駆 動 シ ー ブ ３ か ら 既 設 主 ロ ー プ ４ を 全 数 （ ３ 本 ） 取 り 外 す
。 ま た 、 か ご 上 作 業 者 は 、 既 設 主 ロ ー プ ４ の 全 数 を か ご １ 側 の 返 し 車 ５ ａ の 直 下 近 傍 Ｐ ３
で 切 断 す る 。 こ の と き 、 既 設 主 ロ ー プ ４ の Ｄ 部 が 落 下 す る こ と の な い よ う 、 あ ら か じ め 所
定 の 方 法 で 保 持 を 行 っ て お く （ 図 ４ ） 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
（ ３ ） か ご 上 の 作 業 者 は 、 駆 動 シ ー ブ ３ か ら 取 り 外 さ れ た 既 設 主 ロ ー プ ４ を か ご 上 に 引 き
上 げ る と 、 こ の 既 設 主 ロ ー プ ４ を エ レ ベ ー タ の 主 ロ ー プ 交 換 装 置 ２ ０ に セ ッ ト し 、 巻 き 上
げ を 行 う 。 す る と 、 既 設 主 ロ ー プ ４ の Ａ 部 、 Ｂ 部 が 引 き 上 げ ら れ る こ と に な り 、 乗 降 場 作
業 者 は 、 乗 降 場 ６ に あ ら か じ め 用 意 し て お い た 既 設 主 ロ ー プ ４ を 巻 き 取 り 用 の 巻 き 取 り ド
ラ ム １ ０ に 巻 き 取 っ て い く （ 図 ４ ， 図 ５ ） 。
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【 ０ ０ ３ ８ 】
（ ４ ） 次 に 、 か ご 上 作 業 者 は 、 既 設 主 ロ ー プ ４ の 全 数 を 釣 合 お も り ７ 側 の 返 し 車 ５ ｂ の 直
下 近 傍 Ｐ ４ で 切 断 す る 。 こ の と き 、 既 設 主 ロ ー プ ４ の Ｅ 部 が 落 下 す る こ と の な い よ う 、 あ
ら か じ め 所 定 の 方 法 で 保 持 を 行 っ て お く （ 図 ５ ） 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
（ ５ ） か ご 上 作 業 者 は 、 釣 合 お も り ７ 側 の 返 し 車 ５ ｂ の 直 下 近 傍 Ｐ ４ で 既 設 主 ロ ー プ ４ を
切 断 し た 後 に 、 先 に 巻 き 上 げ た 部 分 を 返 し 車 ５ ａ ， ５ ｂ か ら 外 し 、 釣 合 お も り ７ 側 の 返 し
車 ５ ｂ の 直 下 近 傍 Ｐ ４ か ら か ご １ 側 切 断 点 Ｐ ３ ま で の 間 に あ る 既 設 主 ロ ー プ ４ を 昇 降 路 か
ら 乗 降 場 に 巻 き 取 っ て お く （ 図 ５ ， 図 ６ ） 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
（ ６ ） そ し て 、 既 設 主 ロ ー プ ４ の 釣 合 お も り ７ 側 端 末 ４ ｂ を 綱 止 板 ２ ｂ か ら 取 り 外 し 、 既
設 主 ロ ー プ ４ を お も り 吊 り 車 ７ ａ か ら 外 し 、 昇 降 路 か ら 乗 降 場 ６ に 巻 き 取 っ て お く （ 図 ７
） 。
【 ０ ０ ４ １ 】
（ ７ ） 以 上 の 作 業 を 終 え る と 、 昇 降 路 内 に 残 る 既 設 主 ロ ー プ ４ は 、 か ご １ 側 切 断 点 Ｐ ３ か
ら か ご 側 端 末 ４ ａ の Ｄ 部 の み と な る 。 な お 、 既 設 主 ロ ー プ ４ の か ご １ 側 切 断 点 Ｐ ３ は 、 か
ご 上 か ら 落 下 し な い よ う に 落 下 防 止 措 置 が と ら れ て い る （ 図 ７ ） 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
（ ８ ） 続 い て 、 交 換 用 に 準 備 し た 新 主 ロ ー プ ８ を あ ら か じ め 乗 降 場 ６ に 配 置 し て あ る エ レ
ベ ー タ の 主 ロ ー プ 交 換 装 置 ２ ０ に 次 の 如 く セ ッ ト す る 。 す な わ ち 、 新 主 ロ ー プ ８ の 先 端 部
を 張 り 車 ２ ７ の 下 方 か ら 回 転 ド ラ ム ２ ４ の 上 方 に 掛 け 廻 し 、 概 ね １ 回 転 半 さ せ た 後 、 新 主
ロ ー プ ８ の 先 端 部 ８ ｂ を 昇 降 路 側 に 送 り 出 す 。 こ の 作 業 は 、 エ レ ベ ー タ に 必 要 な 新 主 ロ ー
プ ８ の 全 数 （ ３ 本 ） に つ い て 同 時 に 実 施 す る （ 図 ８ ） 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
（ ９ ） 釣 合 お も り ７ 側 の 綱 止 板 ２ ｂ で 端 部 ８ ｂ が 接 続 さ れ た 新 主 ロ ー プ ８ は 、 乗 降 場 作 業
者 が エ レ ベ ー タ の 主 ロ ー プ 交 換 装 置 ２ ０ の 回 転 ハ ン ド ル ２ ５ を 操 作 す る こ と に よ っ て 新 主
ロ ー プ ８ を 送 り 出 し 、 綱 止 板 ２ ｂ と 返 し 車 ５ ｂ と の 間 を Ｕ 字 状 に 下 降 さ せ る 。 そ し て 、 新
主 ロ ー プ ８ が お も り 吊 り 車 ７ ａ に 到 達 し た 段 階 で 、 昇 降 路 底 作 業 者 が お も り 吊 り 車 ７ ａ に
対 し て 全 て の 新 主 ロ ー プ ８ を 掛 け 廻 す （ 図 ９ ） 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
（ １ ０ ） 次 に 、 乗 降 場 作 業 者 が 回 転 ハ ン ド ル ２ ５ を 操 作 し て 新 主 ロ ー プ ８ を 乗 降 場 ６ か ら
昇 降 路 内 に 送 り 出 す と と も に 、 か ご 上 作 業 者 が 吊 り 車 ５ ａ ， ５ ｂ の 中 間 部 を 下 方 に 引 っ 張
り 、 あ る 程 度 ま で 下 降 す る と 新 主 ロ ー プ ８ は 自 重 で Ｕ 字 状 に 下 降 し て い き 、 昇 降 路 底 １ １
の 駆 動 シ ー ブ ３ に 到 達 し た 段 階 で 昇 降 路 底 作 業 者 は 駆 動 シ ー ブ ３ に 新 主 ロ ー プ ８ を 掛 け 廻
す （ 図 １ ０ ， 図 １ １ ） 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
（ １ １ ） か ご １ の 上 部 に 固 定 し て い た 既 設 主 ロ ー プ ４ の 切 断 箇 所 Ｐ ３ と 、 乗 降 場 ６ に あ る
新 主 ロ ー プ ８ の か ご 側 端 末 ８ ａ と を か ご 上 （ も し く は 、 乗 降 場 ６ で ） 仮 接 続 す る （ 図 １ １
） 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
（ １ ２ ） 次 に 、 エ レ ベ ー タ の 主 ロ ー プ 交 換 装 置 ２ ０ か ら 新 主 ロ ー プ ８ を 送 り 出 し な が ら 既
設 主 ロ ー プ ４ を 引 き 上 げ て い く と 、 新 主 ロ ー プ ８ は か ご 吊 り 車 １ ａ ， １ ｂ に 掛 け 廻 さ れ て
い く （ 図 １ ２ ） 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
（ １ ３ ） そ し て 、 既 設 主 ロ ー プ ４ の か ご 側 端 末 ４ ａ を 綱 止 板 ２ ａ か ら 外 し 、 昇 降 路 か ら 乗
降 場 に 撤 去 す る （ 図 １ ３ ） 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
（ １ ４ ） そ の 後 、 か ご 吊 り 車 １ ａ ， １ ｂ に 掛 け 廻 さ れ た 状 態 と な っ た 新 主 ロ ー プ ８ の 端 末
８ ａ を 綱 止 板 ２ ａ に 接 続 す る （ 図 １ ４ ） 。 な お 、 上 記 の 作 業 は 、 エ レ ベ ー タ に 必 要 な 主 ロ
ー プ の 全 数 （ ３ 本 ） を 同 時 に 交 換 す る こ と が で き る 。 以 上 の 作 業 に よ っ て 、 エ レ ベ ー タ の
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主 ロ ー プ 交 換 作 業 が 終 了 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 本 発 明 に 係 る エ レ ベ ー タ の 主 ロ ー プ 交 換 装 置 が 、 い わ ゆ る 機 械
室 レ ス エ レ ベ ー タ の 主 ロ ー プ 交 換 作 業 に 用 い ら れ る 場 合 を 例 示 し て 説 明 し た が 、 サ イ ド プ
ラ ン ジ ャ ー 式 油 圧 エ レ ベ ー タ や ２ ： １ ロ ー ピ ン グ エ レ ベ ー タ 等 、 他 の 型 式 の エ レ ベ ー タ に
お け る ロ ー プ 取 替 作 業 に 利 用 可 能 で あ る こ と は 明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 述 べ た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 エ レ ベ ー タ の 主 ロ ー プ 交 換 作 業 に お い て 、 作 業 者 が
エ レ ベ ー タ の 主 ロ ー プ 交 換 装 置 の 回 転 ハ ン ド ル を 回 す だ け で 、 主 ロ ー プ の 巻 き 取 り や 送 り
出 し を 容 易 に 行 う こ と が で き る の で 、 作 業 者 の 労 力 低 減 、 主 ロ ー プ 交 換 作 業 の 時 間 削 減 を
実 現 で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 主 ロ ー プ の 自 重 を 利 用 し て 主 ロ ー プ を 送 り 出 す こ と が で き る と と
も に 、 ブ レ ー キ レ バ ー を 操 作 す る こ と に よ っ て 主 ロ ー プ の 送 り 速 度 を 制 御 す る こ と が で き
る の で 、 作 業 者 は 主 ロ ー プ 交 換 作 業 を 効 率 よ く 、 し か も 安 全 に 実 施 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
さ ら に 、 長 時 間 の 作 業 停 止 時 等 に は ブ レ ー キ レ バ ー の 固 定 手 段 を 用 い る こ と に よ り 主 ロ ー
プ の 停 止 状 態 を 保 持 す る こ と が で き る の で 、 主 ロ ー プ 交 換 作 業 の 安 全 性 を 高 め る こ と が 可
能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
ま た さ ら に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の 主 ロ ー プ の 巻 き 取 り 及 び 送 り 出 し を 同 時 に 実 施 す る
こ と が で き る の で 、 従 来 の よ う に 同 じ 作 業 を 繰 り 返 す こ と が な く 、 主 ロ ー プ 交 換 作 業 に よ
る エ レ ベ ー タ 停 止 時 間 の 短 縮 、 作 業 負 荷 の 軽 減 を 図 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に お け る エ レ ベ ー タ の 主 ロ ー プ 交 換 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に お け る エ レ ベ ー タ の 主 ロ ー プ 交 換 装 置 を 使 用 し た 主 ロ ー プ 交 換 作 業 に お
け る 、 作 業 前 の 状 況 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に お け る エ レ ベ ー タ の 主 ロ ー プ 交 換 装 置 の 使 用 状 況 を 説 明 す る た め の 要 部
拡 大 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 一 連 の 主 ロ ー プ 交 換 作 業 を 時 系 列 に 表 し た 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 一 連 の 主 ロ ー プ 交 換 作 業 を 時 系 列 に 表 し た 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 一 連 の 主 ロ ー プ 交 換 作 業 を 時 系 列 に 表 し た 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 一 連 の 主 ロ ー プ 交 換 作 業 を 時 系 列 に 表 し た 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 一 連 の 主 ロ ー プ 交 換 作 業 を 時 系 列 に 表 し た 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 一 連 の 主 ロ ー プ 交 換 作 業 を 時 系 列 に 表 し た 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 一 連 の 主 ロ ー プ 交 換 作 業 を 時 系 列 に 表 し た 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 一 連 の 主 ロ ー プ 交 換 作 業 を 時 系 列 に 表 し た 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 一 連 の 主 ロ ー プ 交 換 作 業 を 時 系 列 に 表 し た 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 一 連 の 主 ロ ー プ 交 換 作 業 を 時 系 列 に 表 し た 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 一 連 の 主 ロ ー プ 交 換 作 業 を 時 系 列 に 表 し た 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 一 般 的 な 機 械 室 レ ス エ レ ベ ー タ に お け る 主 ロ ー プ 交 換 作 業 を 説 明 す る た め の 図
で あ る 。
【 図 １ ６ 】 一 般 的 な 機 械 室 レ ス エ レ ベ ー タ に お け る 主 ロ ー プ 交 換 作 業 を 説 明 す る た め の 図
で あ る 。
【 図 １ ７ 】 一 般 的 な 機 械 室 レ ス エ レ ベ ー タ に お け る 主 ロ ー プ 交 換 作 業 を 説 明 す る た め の 図
で あ る 。
【 図 １ ８ 】 一 般 的 な 機 械 室 レ ス エ レ ベ ー タ に お け る 主 ロ ー プ 交 換 作 業 を 説 明 す る た め の 図
で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
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１ 　 か ご 、 １ ａ ， １ ｂ 　 か ご 吊 り 車 、 ２ ａ ， ２ ｂ 　 綱 止 板 、 ３ 　 駆 動 シ ー ブ 、 ４ 　 （ 既 設
） 主 ロ ー プ 、 ４ ａ ， ４ ｂ 　 （ 既 設 ） 主 ロ ー プ 端 、 ５ ａ ， ５ ｂ 　 返 し 車 、 ６ 　 乗 降 場 、 ７ 　
釣 合 お も り 、 ７ ａ 　 お も り 吊 り 車 、 ７ ｂ 　 支 え 棒 、 ８ 　 （ 新 ） 主 ロ ー プ 、 ８ ａ ， ８ ｂ 　 （
新 ） 主 ロ ー プ 端 部 、 ９ 　 ロ ー プ ボ ビ ン 、 １ ０ 　 巻 き 取 り ド ラ ム 、 １ １ 　 昇 降 路 底 、 １ ２ ，
１ ３ 　 滑 車 、 ２ ０ 　 エ レ ベ ー タ の 主 ロ ー プ 交 換 装 置 、 ２ １ 　 台 座 、 ２ ２ 　 支 柱 、 ２ ３ 　 水
平 軸 、 ２ ４ 　 回 転 ド ラ ム 、 ２ ４ ａ ロ ー プ 係 り 溝 、 ２ ５ 　 回 転 ハ ン ド ル 、 ２ ６ 　 支 持 ア ー ム
、 ２ ６ ａ 　 ス プ リ ン グ 、 ２ ７ 　 張 り 車 、 ２ ７ ａ 　 ロ ー プ 係 り 溝 、 ２ ８ 　 ブ レ ー キ レ バ ー 、
２ ８ ａ 　 固 定 爪 、 ２ ８ ｂ 　 ブ レ ー キ 解 除 レ バ ー 、 ２ ９ 　 半 割 ギ ア 歯 車 、 ３ ０ 　 ブ レ ー キ シ
ュ ー 、 ３ １ 　 ワ イ ヤ ー ロ ー プ 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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